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我々はゲート電極／絶縁体／磁性体という構造を用いて磁性体に電界を印加することにより、

磁性を制御する電界効果の研究を行ってきた。先行研究により、電界効果によって磁壁移動速度

[1]、磁気異方性エネルギー[2]、キュリー温度[3]等が変調されることがわかった。さらに、我々は

多磁区構造にある磁性体に電界を印加することで磁区幅が大幅に変化することを発見し、この現

象が電界効果による磁壁エネルギーの変調を介して現れるものであることを示した。 

また近年、磁壁駆動を利用した不揮発性の高密度・低消費電力・高速動作を実現する磁気メモ

リが提案されているが、磁壁の駆動力である電流による発熱が避けられないため、省電力化には

限界があり、磁性層に直接電流を印加する必要のない、電界効果による磁壁駆動が注目を集めて

いる。そこで、本研究では勾配の付いた電界の下では磁壁のエネルギーにも勾配がつき、磁壁が

よりエネルギーの低い方へと移動するはずであるとのアイデアの下、勾配電界印加時の磁壁の移

動を観測した。その結果、磁場駆動による磁壁移動において、電界の勾配の符号によって磁壁が

減速（図 1. a）および、加速（図 1. b）する振る舞いが観測された。本実験においては未だ勾配電

界のみによる磁壁移動は観測されていないが、本結果は勾配電界による電界効果の位置依存性を

示すものであり、電界駆動磁壁移動の実現につながると期待される。 
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図 1. 磁壁位置の時間依存性 
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